






Reiko Shibata: Sound play as communication technique (making a story out of images)
1.Ca‖Orff 音楽と動きの教育について
「Wenn ich einen Baum pflanze,weiss ich

































































































































































④  「音楽を楽 しむ」ということは、個人的な体
験だけでなく、グループ体験でもあるべきであ
る。
⑤ 音楽教育では、誰でもが創造的に音楽に取り
組んでいかれるようにするべきである。
カール・オルフと共に長年オルフ研究所で仕事
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をし、元オルフ研究所所長でもあったレーグナー
博士は、シュールベルクとその展開に関してこう
述べている。「オルフシュールベルクは、彼の理
念の一部です。私は、それを教師達が、それぞれ
の方法で外に出すアイディアの 「芯」、または
陽い」と言いたいと思います。オルフ研究所も同
じ考え方をする人々によって、成り立っているの
ではありません。ここには、仕事上での基本的な
大きな同意というものがあります。しかし、各人
を特徴づける個性もあります。私達みんながオル
フシュールベルクというかんづめから、何かを食
べて生きている訳ではなく、私達それぞれが何か
を持ち寄り、それによって、オルフシュールベル
クは変化していくのです。私達は、いつも、その
基本理念が変化していくか、失われるか、現在に
適応するか、そして今日、まだ意味のあるものか
どうかを、しっかりと両目を開けて、見ていかな
ければいけません。オルフシュールベルクとその
理念は、今世紀の音楽教育に大切な貢献を果たし
ました。それはまた永遠に続く変化と、その力に
よって、いつも生きています。とはいえ、音楽教
育にとって大事な貢献は、他にもたくさんありま
した。私達は、一つの教育理念を他のそれに、対
決させるのではなく、みんなで一つのテーブルに
座り、何をお互いに学びあうことができるか検討
すべきだと思います。私達教育者も、ただ音楽教
育の内容を考えるのではなく、この複雑な社会の
中で、子供達が本当に良い方向に向かって歩いて
いかれるように考え、行動していかなければいけ
ないのではないでしょうか。」
2.双方向の関係性を築くための 「エデュテイメ
ント・セオリー」について
エデュテイメントとは、子供達が楽しんで学習
するためのソラト開発で生まれてきた言葉である。
エデュテイメントカレッジは、常に、仲間と双方
向で触発し合い、共感していくことができる関係
性の中で、子供も大人もいろいろな角度から、物
事を感じ、自分の力を発見していかれることを目
指して活動をしている。具体的には、指導者や学
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生達を対象に、五感を開くことで感じる力の基礎
とする①センスィビリティ、様々なコミュニケー
ション能力を身につけていく②コミュニケーショ
ン、自分で考え、創造していくための③クリエティ
ビティ、表現することを自分自身が楽しみ、人に
伝えていくための手法としての④エンターテイメ
ントの4つの柱を中心に、様々な専門講師陣によ
る指導者養成コースなどを開催している。
詳糸田は、 http://www.edutainmentcollege.org/
をご覧下さい。
